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第１章 千葉県子どもの読書活動推進計画（第四次）の概要 

 

１ 計画の性格 

（１）子どもの読書活動を全県的に推進するための手引き 

この計画は、市町村が子どもの読書活動推進計画を策定する際の指針とな

るものです。また、子どもの読書活動を推進する担い手が活動する際の手引き

として活用するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「読書県『ちば』」を目指す設計図 

この計画は、千葉県総合計画「次世代への飛躍 輝け！ちば元気プラン」、第

３期千葉県教育振興計画で目指す「読書県『ちば』」を推進するための具体的

な設計図です。子どもの読書活動の意義を社会全体に広め、千葉県のすべての

子どもが、本に親しみながら成長していくために、県民が共有する計画です。 

読書はすべての教育の基盤であり、「読む、書く、話す、聞く」力を育て、

コミュニケーション能力を高めるものです。また、想像力を高め、創造力を養

い、自ら学ぶ力をつけることができます。子どもが進んで読書に親しむことが

できる環境づくりを進めるとともに、学校図書館と公立図書館の連携や図書

館ネットワークの構築等を図ります。 

 

２ 計画の期間と進行管理 

  この計画の計画期間は、令和２年度からおおむね５か年としています。 

 

H31 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

子どもの読書

活動の推進に

関する法律 

子どもの読書活動

の推進に関する 

基本的な計画 

平成３０年４月 

千葉県 

子どもの読書活動 

推進計画（第四次） 

令和２年２月 

市町村 

子どもの読書活動 

推進計画 

第三次計画 

調査 各評価指標の調査・取組の進行管理 

評価 中間評価 評価 

計画 

最終年度 

計画 

最終年度 

第四次計画 
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３ 計画の概要 

≪基本理念≫ 

 

 

 

≪基本方針≫ 

 

 

 

≪具体的な取組≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

すべての子どもが、本に親しみながら成長していくための「読書県『ちば』」の推進 

～子どもと本をつなぐ・子どもの本でつながる読書活動の推進～ 

１ 社会全体における子どもの読書への関心を高める取組の推進 

２ 読書環境の整備と連携体制の構築 

１ 社会全体における子どもの読書への関心を高める取組の推進 

（１）家庭における発達段階に応じた取組の推進 

（２）地域における発達段階に応じた取組の推進 

（３）学校等における発達段階に応じた取組の推進 

（４）情勢の変化への対応 

２ 読書環境の整備と連携体制の構築 

（１）環境整備 

（２）家庭、地域、学校等の連携 

（３）普及・啓発活動 

（４）子どもの読書活動推進体制の整備 
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第２章 中間評価の趣旨 

１ 中間評価の目的 

  計画の中間地点での各目標の進捗状況を把握し、これまでの施策の成果と

課題の整理を行うことで、計画最終年（令和６年度）に向けて、各施策のより

一層の充実を図るために実施するものです。 

 

２ 中間評価の方法 

（１）目標と評価指標について 

  各目標の中間地点での進捗状況については、次のとおり、本計画で設定し

た９つの評価指標により、評価を行いました。 

目標 評価指標 目標（R6） 評価資料 

子どもの

読書への

関心を高

める 

①読書の好きな子どもの割合 

小６ 80% 千葉県 

社会教育調査 中３ 80% 

高２ 80% 
千葉県 

生涯学習課調査 

②不読率（１か月に１冊も本

を読まない児童・生徒） 

小６ 8% 全国学力・学習 

状況調査 中３ 20% 

高２ 35% 
千葉県 

生涯学習課調査 

読書環境

の整備と

連携体制

の構築を

進める 

③市町村子ども読書活動推進

計画策定率 

市 100% 
文部科学省調査 

町村 88% 

④セカンドブック事業を行っ

ている市町村の割合 
50% 

千葉県 

社会教育調査 

⑤優秀・優良学校図書館の学

校の割合 

優 

秀 

小 65% 

千葉県 

学習指導課調査 

中 45% 

優 

良 

小 100% 

中 95% 

⑥公立図書館等と連携してい

る学校の割合 
100% 

千葉県 

社会教育調査 

⑦市町村立図書館等における

ボランティアの登録者数 
3,300 人 

千葉県 

社会教育調査 

⑧ボランティアと連携・協力

している学校の割合 
68% 

千葉県 

社会教育調査 

⑨公立図書館あるいは教育委

員会が加わり、学校関係者

と子どもの読書活動の推進

について協議する機会が 

ある市町村の割合 

60% 
千葉県 

生涯学習課調査 
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   目標「子どもの読書への関心を高める」を評価するにあたっては、「①読

書の好きな子どもの割合」、「②不読率（１か月に１冊も本を読まない児童・

生徒）」の２つの評価指標を用いて、小６、中３、高２の発達段階ごとに評

価を行いました。 

   目標「読書環境の整備と連携体制の構築を進める」を評価するにあたっ

ては、次のとおり、読書環境の整備と連携体制の構築に分け、それぞれ評価

指標を当てはめて評価を行いました。 

 

目標 評価指標 

読書環境の

整備と連携

体制の構築

を進める 

読書環境の 

整備 

③市町村子どもの読書活動推進計画策定率 

④セカンドブック事業を行っている市町村の

割合 

⑤優秀・優良学校図書館の学校の割合 

⑦市町村立図書館等におけるボランティアの 

登録者数 

連携体制の 

構築 

⑥公立図書館等と連携している学校の割合 

⑧ボランティアと連携・協力している学校の

割合 

⑨公立図書館あるいは教育委員会が加わり、

学校関係者と子どもの読書活動の推進に 

ついて協議する機会がある市町村の割合 

 

 

 （２）評価基準について 

   次のとおり、数値目標を達成しているものは「◎」、数値目標に近づく方

向で推移しているものは「〇」、数値目標に近づく方向で推移していないも

のについては「△」としました。 

 

評価 評価基準 

◎ 数値目標を達成している 

〇 数値目標に近づく方向で推移している 

△ 数値目標に近づく方向で推移していない 

 

  



6 

 

第３章 中間評価の結果とこれまでの取組 

１ 目標「子どもの読書への関心を高める」について 

（１）評価結果 

  評価結果は、表１のとおりとしました。 

 

表１ 評価の結果 

評価指標 小６ 中３ 高２ 

①読書の好きな子どもの割合 ◎ 〇 △ 

②不読率（１か月に１冊も本を

読まない児童・生徒） 
△ △ △ 

 

  ①読書の好きな子どもの割合は、表２及び図１のとおり、小６では、計画

策定時（平成 30 年度）と比較して、7.1 ポイント増加し、目標を達成して

いることから、「◎」としました。中３は、計画策定時と比較して、5.2 ポ

イント増加しましたが、目標には到達していないため、「〇」としました。

一方、高２は、計画策定時と比較して、2.1 ポイント減少していることから

「△」としました。 

  ②不読率（１か月に１冊も本を読まない児童・生徒）は、表２及び図２の

とおり、小６では、計画策定時と比較して、6.3 ポイント、中３では、4.6

ポイントそれぞれ増加していることから「△」としました。一方、高２は、

計画策定時と比較して 1.4 ポイント減少しましたが、目標値と大きな隔た

りがあるため、「△」としました。 

   国の「第五次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（令和５年

３月 28 日閣議決定）」によれば、令和元年度から２年度にかけて実施され

た全国一斉臨時休業が、自宅学習の難しい小学校低学年や、中学校、高等学

校に進学した直後の学年の読書習慣の形成に影響を与えた可能性や学校図

書館へのアクセスが一定期間制限されたことが、子どもの読書活動に影響

を与えた可能性があることについて言及されています。また、GIGA スクー

ル構想への対応で、朝の時間にタイピング練習を行う学校もあり、朝読書

の時間を確保できなかったことも不読率が上昇した原因の一つとして考え

られます。 

表２ 目標「子どもの読書への関心を高める」の評価指標の推移 

評価指標 
策定時

(H30) 
R1 R2 R3 

目標

(R6) 

①読書の好きな子どもの割合 

小６ 75.7% 75.7% 83.9% 82.8% 80% 

中３ 71.2% 71.2% 77.0% 76.4% 80% 

高２ 73.1% - - 71.0% 80% 
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②不読率（１か月に１冊も本を

読まない児童・生徒の割合） 

小６ 18.0% 18.5% - 24.3% 8% 

中３ 29.1% 31.5% - 33.7% 20% 

高２ 45.9% - - 44.5% 35% 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 読書の好きな子どもの割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 不読率（１か月に１冊も本を読まない児童・生徒）の推移 

 

 

75.7(小6）
75.7(小6) 83.9(小6) 82.8(小6)

71.2(中3) 71.2(中3)
77(中3)

76.4(中3)

73.1（高2）
71(高2)

0

20

40

60

80

100

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

読書の好きな子どもの割合（％）

小学校６年生 中学校３年生 高等学校２年生

18(小6)
18.5(小6) 24.3(小6)

29.1(中3)
31.5(中3)

33.7(中3)

45.9(高2) 44.5(高2)

0

20

40

60

80

100

平成30年度 令和元年度 令和3年度

不読率（％）

小学校６年生 中学校３年生 高等学校２年生

※令和元年度までは、全国学力・学習状況調査の質問紙の回答結果から数値を
算出していましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から中止となったため、千葉県社会教育調査に調査方法を変更しました。 
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 （２）これまでの取組経過 

子どもの読書への関心を高めるために、主に４つの取組を推進してき

ました。 

 

≪主な取組≫ 

     ア 家庭における発達段階に応じた取組の推進 

     イ 地域における発達段階に応じた取組の推進 

     ウ 学校等における発達段階に応じた取組の推進 

     エ 情勢の変化への対応 

 

ア 家庭における発達段階に応じた取組の推進 

家庭における読書活動を啓発するため、千葉県子ども読書の集いを開

催したほか、家庭教育リーフレット及び子どもの読書活動啓発リーフレ

ットを配付しました。 

読書の楽しさや意義を伝える千葉県子ども読書の集いは、令和２年度

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止しましたが、令

和３年度は、感染症対策を講じながら開催し、４５名が参加しました。 

家庭での読書をすすめる内容を掲載した「家庭教育リーフレット」を

1 歳半児の保護者や小学校 1・４年生の保護者及び中学 1 年生の保護者

に向けて配付しました。また、県内の図書館司書がおすすめする本を紹

介した「子どもの読書活動啓発リーフレット」は、令和２年度に乳幼児

版の改訂を行い、小学生版は、令和５年度の改訂に向けて、令和３年度

に資料の選定を行いました。乳幼児版は、乳幼児健診や育児相談の場を

利用して配付し、小学生版は、学校を通じて１年生の保護者に配付しま

した。 

 

     イ 地域における発達段階に応じた取組の推進 

地域での読書体験をさらに広げていけるよう、県立図書館では、児童

サービス研修会を実施したほか、読書相談やレファレンスなど来館者サ

ービスの充実に努めました。また、ヤング・アダルトサービス担当者の

ネットワークづくり事業を進めたほか、出張おはなし会を開催しました。

さらに、さわやかちば県民プラザでは、読み聞かせに関する講座を開催

しました。 

児童サービス研修会は、子どもの読書相談に応じたり、様々な行事・

イベントを催したりするための基礎的な知識・技術を身に付けることを

目的に実施しています。令和２年度及び３年度は、新型コロナウイルス

感染症拡大防止の観点から定員の縮小やオンラインで開催しました。著

作権者の許諾やオンラインによる演習などについて課題はあったもの

の、概ね予定どおり実施することができました。また、図書の貸出や読

書相談、おはなし会などの来館者サービスの充実に努めました。一方で、
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県立図書館では、児童サービスの主な対象を学齢前から中学生までとし

てきたことから、中高生向けの蔵書が薄く、情報やノウハウの蓄積が少

ない状況です。ヤング・アダルトサービスの充実には、学校図書館関係

者との情報やノウハウの共有が必要であることから、ネットワーク構築

に向けて、検討を重ねているところです。 

出張おはなし会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、

予定どおり実施することが難しい状況でしたが、県立中央博物館の展示

テーマに合わせた本のミニ展示に変更し、読書の楽しさを見出す機会を

提供するよう努めました。また、地域での読書体験を広げるため、地域

文庫や家庭文庫との連携を視野に情報収集を行いました。 

 

   ウ 学校等における発達段階に応じた取組の推進 

子どもが読書に親しみ、発達段階に応じて読書の幅を広げられるよう

にするため、優良・優秀学校図書館を認定しているほか、全国高等学校

ビブリオバトル千葉県大会、学校図書館・公立図書館連携研修会を開催

しました。また、県立図書館では、図書館資料を活用した授業に役立つ

情報の発信や学校図書館の読書支援に取り組みました。 

優良・優秀学校図書館の認定に活用する自己評価表の項目に、「朝の

読書」や「読書週間」、「様々な交流による読み聞かせ」などを設定する

ことにより、読書機会を設けるきっかけとなるよう配慮しています。  

おすすめの本を紹介し合う全国高等学校ビブリオバトル千葉県大会

は、令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止

しましたが、令和３年度は、観戦者数を制限して開催しました。 

学校図書館を活用した授業や子どもの読書活動の推進のための効果

的な連携の在り方を考える学校図書館・公立図書館連携研修会は、令和

２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止しました

が、令和３年度については、動画での配信を行いました。オンラインで

の開催は、地域の実情に応じた協議が難しく、連携体制を構築するきっ

かけをつくることが難しい状況がありました。県立図書館による読書支

援として、学校用貸出セットや、教科書単元・テーマ別リストの整備を

進めるとともに、運営相談等で学校側にも働きかけたところ、子どもた

ちが本に触れる機会を増やすことができました。 

 

  エ 情勢の変化への対応 

ICT などの新しい技術を活用した学習活動や読書活動に対応するため、

情報モラル指導実践研修を実施したほか、司書教諭のための学校図書館

活用ガイドを作成し、周知をしました。 

情報モラル指導実践研修は、令和２年度は新型コロナウイルス感染症

拡大防止の観点から中止しましたが、令和３年度は 33 名が参加し、研

修会後のアンケートでは、約 97％の受講者から肯定的な評価を得まし
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た。また、令和２年度に Society5.0 時代における学校図書館を活用し

た学習活動や読書活動の充実を図るために「司書教諭のための学校図書

館活用ガイド」を作成し、令和３年度の学校図書館活用研修で活用を促

しました。 

 

２ 目標「読書環境の整備と連携体制の構築を進める」について 

（１）評価結果 

  ア 読書環境の整備について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・「〇」 

各指標の評価結果は、表３のとおりとしました。 

 

表３ 評価の結果 

評価指標 評価 

③市町村子ども読書活動推進計画策定率 
市 〇 

町村 △ 

④セカンドブック事業を行っている市町村の割合 〇 

⑤優秀・優良学校図書館の学校の割合 

優

秀 

小 〇 

中 〇 

優

良 

小 〇 

中 〇 

⑦市町村立図書館等におけるボランティアの登録者数 △ 

 

          ③市町村子ども読書活動推進計画策定率は、表４及び図３のとおり、

計画策定時と比較して、市においては、8.2 ポイント、町村においては、

5.9 ポイントそれぞれ増加していますが、目標値には到達していないこ

とから「〇」としました。 

④セカンドブック事業を行っている市町村の割合は、表４及び図４

のとおり、計画策定時と比較して、22.3 ポイント増加していますが、

目標値には到達していないことから「〇」としました。 

     ⑤優秀学校図書館の学校の割合は、表４及び図５のとおり、計画策

定時（平成 30 年度）と比較して、小学校で 8.8 ポイント、中学校で 11.6

ポイントそれぞれ増加していますが、目標値には到達していないこと

から「〇」としました。表４及び図６のとおり、優良学校図書館の学校

の割合は、小学校で 3.8 ポイント、中学校で 7.4 ポイントそれぞれ増

加していますが、目標値には到達していないことから「〇」としました。 

     また、⑦市町村立図書館等におけるボランティアの登録者数は、表

４及び図７のとおり、計画策定時と比較して、595 人減少しており、目

標値と大きく隔たりがあることから「△」としました。新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止の観点から、ボランティア活動を控えたことによ

るものと考えられます。 
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表４ 環境整備についての評価指標の推移 

評価指標 
策定時

(H30) 
R1 R2 R3 目標(R6) 

③ 市 町 村 子 ど も の  

読書活動推進計画

策定率 

市 89.1% 94.6% 97.3% 97.3% 100% 

町村 29.4% 35.3% 35.3% 35.3% 88% 

④ セ カ ン ド ブ ッ ク 事 業 を  

行っている市町村の割合 
16.6% 16.6% 20.4% 38.9% 50% 

⑤優秀・優良学校

図書館の学校の

割合 

優

秀 

小学校 44.8% 47.3% 50.9% 53.6% 65% 

中学校 30.7% 34.5% 38.0% 42.3% 45% 

優

良 

小学校 93.1% 94.3% 95.7% 96.9% 100% 

中学校 80.7% 81.8% 85.0% 88.1% 95% 

⑦市町村立図書館

等におけるボラ

ンティアの登録

者数 

人数 2,817 人 2,836 人 2,185 人 2,222 人 3,300 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 市町村の子どもの読書活動推進計画策定率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図４ セカンドブック事業を行っている市町村の割合 
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図５ 優秀・優良学校図書館の学校の割合（小学校） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 優秀・優良学校図書館の学校の割合（中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図７ 市町村立図書館等におけるボランティアの登録者数 
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イ 連携体制の構築について・・・・・・・・・・・・・・・・「△」 

各指標の評価結果は、表５のとおりとしました。 

 

表５ 評価の結果 

評価指標 評価 

⑥公立図書館等と連携している学校の割合 △ 

⑧ボランティアと連携・協力している学校の割合 △ 

⑨公立図書館あるいは教育委員会が加わり、学校関

係者と子どもの読書活動の推進について協議する

機会がある市町村の割合 

△ 

 

⑥公立図書館等と連携している学校の割合は、表６及び図８のとおり、

計画策定時と比較して、1.8 ポイント減少しており、目標値と大きな隔

たりがあることから「△」としました。 

⑧ボランティアと連携・協力している学校の割合は、表６及び図９の

とおり、15.5 ポイント減少しており、目標値と大きな隔たりがあること

から「△」としました。 

⑨公立図書館あるいは教育委員会が加わり、学校関係者と子どもの読

書活動の推進について協議する機会がある市町村の割合は、表６及び図

10 のとおり、計画策定時と比較して、7.4 ポイント減少し、目標値と大

きな隔たりがあることから「△」としました。 

いずれも、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、外部との

連携を控えたことによるものと考えられます。 

 

表６ 連携体制の構築についての評価指標の推移 

評価指標 
策定時

(H30) 
R1 R2 R3 目標(R6) 

⑥公立図書館等と連携してい

る学校の割合 
74.7% 75.5% 71.2% 72.9% 100% 

⑧ボランティアと連携・協力

している学校の割合 
61.5% 60.7% 46.1% 46.0% 68% 

⑨公立図書館あるいは教育委

員会が加わり、学校関係者

と子どもの読書活動の推進

について協議する機会があ

る市町村の割合 

46.3% 48.1% 38.9% 38.9% 60% 
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図８ 公立図書館等と連携している学校の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ ボランティアと連携・協力している学校の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 10 公立図書館あるいは教育委員会が加わり、学校関係者と子どもの 

   読書活動の推進について協議する機会がある市町村の割合 
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  （２）これまでの取組経過 

読書環境の整備と連携体制の構築を進めるために、主に４つの取組を 

推進してきました。 

 

≪主な取組≫ 

     ア 環境整備 

     イ 家庭、地域、学校等の連携 

     ウ 普及・啓発活動 

     エ 子どもの読書活動推進体制の整備 

 

  ア 環境整備 

    保護者が読書活動の大切さについて理解し、読み聞かせや子どもの音

読を聴いたり、読書について語り合ったりする機会と時間の確保を促す

ため、千葉県子ども読書の集いを開催したほか、子どもの読書活動啓発リ

ーフレット及び家庭教育リーフレットの配付を行いました。 

    地域に対しては、県立図書館において、住民に対して適切な図書館サ

ービスを提供できるよう、読み聞かせボランティア養成講座の開催、市町

村立図書館等への支援、バリアフリー資料の受入れをしたほか、多文化資

料の提供に向けた検討に着手しました。また、「千葉県立図書館行動計画」

による点検及び評価を行い、図書館サービスの充実に努めました。さら

に、視覚障害者等の読書環境の整備を進めるため、「千葉県読書バリアフ

リー推進計画」を策定しました。 

    市町村立図書館等への支援として、令和２年度及び３年度ともに、県

内各市町村を最低１回訪問し、運営相談を実施し、管理運営やサービスに

関する助言をしました。また、令和２年度から３年度にかけて、障害のあ

る子どもが読書に困難を感じている要因を取り除くバリアフリー資料を

新規に受け入れました。さらに、海外にルーツのある子どもが読書に困難

を感じている要因を取り除く多文化資料についてのニーズを把握するた

め、関連団体にヒアリングを行い、多文化サービスの提供に向けた検討に

着手しました。読み聞かせなどのボランティアを養成する読み聞かせボ

ランティア養成講座を、令和３年度までに、県内各地域で実施しました

が、さらなるスキルアップを望む声が多い状況です。 

    学校に対しては、優秀・優良学校図書館の認定を行っているほか、新任

校長研修の中で学校図書館の活用に関する内容を取り入れました。また、

司書教諭及び学校図書館担当者を対象に専門的知見を身に付ける学校図

書館活用研修を実施しました。 

    新任校長研修は、受講満足度が 90％を超え、校長の学校図書館長とし

ての意識を高めることができました。「司書教諭のための学校図書館活用

ガイド」を作成し、学校図書館活用研修で活用を促しましたが、研修会の

周知不足により、受講者が少ない状況でした。 
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  イ 家庭、地域、学校等の連携 

地域と学校等との連携を促すため、学校図書館・公立図書館連携研修会

を開催したほか、優秀・優良学校図書館の認定に活用する自己評価表に、

異学年交流（異年齢交流）についての項目を設け、学年間や学校間の連携

促進を図っています。また、家庭と地域の連携を図る家庭文庫・地域文庫

との連携に向けて、情報収集を行いました。 

    

  ウ 普及・啓発活動 

県立図書館では、子どもの読書活動推進センターの活動を広報するため、

センター通信やホームページ等で発信しました。幼稚園や学校等では、行

事や各種お便り等を活用して、読書活動の啓発を行っています。また、「子

ども読書の日」や「こどもの読書週間」に合わせ、千葉県子ども読書の集

いを開催したほか、文部科学省が作成した啓発ポスターを配付しました。 

 

  エ 子どもの読書活動推進体制の整備 

市町村における「子どもの読書活動推進計画」の策定状況を把握し、令

和２年度から３年度にかけて、未策定の 11 市町村に対して、計画のひな

型の提供等による支援を行いました。 

また、12 学級以上の学校へは、司書教諭を配置していますが、11 学級

以下の学校すべてに司書教諭を配置するには至りませんでした。  
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第４章 第四次計画後期（令和５年度から令和６年度）に向けて 

１ 第四次計画前期（令和２年度から令和３年度）の成果と課題 

 （１）成果 

  ア 小学校及び中学校段階で読書の好きな子どもたちの増加 

読書の好きな小学生や中学生が増えています。発達段階に応じた様々  

な取組の成果と考えられます。引き続き、取組を充実させていくことが 

必要です。 

  イ 学校図書館の整備が充実 

    県独自で作成した「学校図書館自己評価表」を使い、小中学校が学校図

書館を自己分析した結果、優秀・優良学校図書館が増えています。好事例

の紹介など、引き続き、周知していくことが必要です。 

  ウ セカンドブック事業の広まり 

    セカンドブック事業を実施している市町村が増えています。引き続き、

啓発活動を充実させていくことが必要です。 

 

 （２）課題 

  ア 小学校、中学校及び高等学校のすべての段階で不読率が高い 

    計画策定時よりも、小学校、中学校段階で不読率が増加し、高等学校段

階でも依然として高い状況です。発達段階に応じた子どもの読書への関

心を高める取組を充実させていく必要があります。 

  イ 様々な主体との連携・協力が停滞している 

    公立図書館やボランティアと連携・協力している学校の割合等が、減

少しています。新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、連携や協

力を取りやめている学校等が多いと考えられますが、連携することのメ

リットをより周知していく必要があります。 

  ウ 町村における子どもの読書活動推進計画の策定率が低い 

    町村における子どもの読書活動推進計画の策定率が低位で推移してい

ます。未策定の町村の状況に応じた支援が求められます。 

 

２ 今後の主な取組 

   第四次計画前期の成果と課題や国の動向、子どもたちを取り巻く読書環

境の変化を踏まえ、計画期間の後期は、特に次の取組を進めていきます。 

 

 （１）目標「子どもの読書への関心を高める」取組について 

  ア 家庭における発達段階に応じた取組について 

        計画策定時よりも、小学校や中学校段階で不読率が増加し、高等学校段

階でも依然として高い状況にあり、その原因として読書習慣の形成が不

十分なことなどが考えられることから、読書活動の大切さをより多くの

県民や関係者に周知・啓発するため、千葉県子ども読書の集いについて
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は、対面での開催に加え、動画による配信を検討します。また、家庭教育

リーフレットや子どもの読書活動啓発リーフレットがより多くの家庭で

有効活用され、読書活動の充実につなげられるよう、活用事例を添えるな

ど、周知・啓発の方法を検討します。 

    また、大人の不読の分析やその対応との連続性を勘案することも重要

との指摘（「第五次子どもの読書活動推進に関する基本的な計画（令和５

年３月 28 日閣議決定）」による）も踏まえ、大人も含めた読書活動推進

に係る取組についても情報を収集し、周知・啓発に取り組んでいきます。 

 

  イ 地域における発達段階に応じた取組について 

中高生に読書への関心をもってもらうため、「子どもの読書活動推進セ

ンター」でヤング・アダルトサービスの事例を紹介するほか、学校図書館

関係者等とのネットワークの構築に向けて取組を進めます。 

 

  ウ 学校における発達段階に応じた取組について 

不読率の減少のための取組として、すべての学校段階の優良・優秀学校

図書館認定事業で、朝読書などの全校一斉の読書機会の設定や読み聞かせ

等について、引き続き普及に努めます。また、学校図書館・公立図書館連

携研修会は、毎年度重点地域を定め、グループ別討議を取り入れるなど、

より地域の実情に応じた連携体制が構築されるよう内容を工夫するとと

もに、全県に向けて研修の動画配信も組み合わせて行い、好事例などを広

く共有できるようにします。さらに、学校用貸出セットや、教科書単元・

テーマ別資料リストの整備を進めるとともに、電話等での運営相談も積極

的に実施し、学校図書館の手厚い支援を引き続き行います。 

児童生徒同士が相互に図書を紹介したり、ビブリオバトルなどの話合い

や批評したりする活動は、子どもの読書への関心を高めるために有効であ

ることから、好事例を収集し、周知に取り組んでいきます。 

 

  エ 情勢の変化への対応について 

教育におけるデジタル化の進展が子どもの読書環境に大きな影響を及

ぼしていることから、教職員向けに情報モラルや著作権等の研修内容の充

実を図るとともに、優れたデジタル市民になるために必要な能力を身に付

けることを目的とした「デジタル・シティズンシップ教育」について、そ

の可能性や進め方を研究します。また、学校図書館活用研修会を広く周知

し、司書教諭のための学校図書館活用ガイドの有効活用を図ります。 

また、小学校・中学校では、GIGA スクール構想により、子どもたちに１

人１台の端末が整備されており、電子書籍の閲覧環境や ICT を活用した取

組事例などについて情報収集に努めます。 
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 （２）目標「読書環境の整備と連携体制の構築を進める」取組について 

ア 環境整備について 

    障害の有無や国籍に関わらず、すべての人が読書による文字・活字文

化の恩恵を受けられるようにするため、バリアフリーや多文化資料の整

備に努めるほか、関連する情報を発信します。 

    また、県立図書館では、学校用貸出セットや、教科書単元・テーマ別資

料リストの整備を進めるとともに、運営相談を積極的に実施し、学校が県

立図書館に気軽に相談できる体制づくりに努めるほか、貸出登録のない

学校等に対しては、説明資料の送付や利用方法の周知を個別に行ってい

きます。さらに、国の第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」に基づ

き、計画的な図書の更新や学校図書館への新聞の複数紙配備及び学校司

書の配置拡充に努めます。  

    子どもにとって身近な施設である公民館図書室や児童館等が読書に親

しむ場として、より充実するよう、読書環境の整備に向けてどのような支

援ができるか検討を進めていきます。 

    

イ 家庭、地域、学校等との連携について 

    学校図書館・公立図書館連携研修会について、地域の実情に応じた連

携体制の構築に向けた工夫をするほか、異学年交流（異年齢交流）や同学

年交流、幼保小交流会などの様々な交流について、読書活動優秀実践校の

取組等を周知していきます。 

ボランティア募集・協力体制の確立、企業との連携が進んでいない状

況があるため、事例収集を行うほか、家庭文庫・地域文庫との連携に向

けて、具体的な取組の検討を進めます。 

    

ウ 普及・啓発活動について 

    中高生を対象としたヤング・アダルトサービスを充実させていくため 

に、学校図書館関係者等のネットワークづくりに取り組み、連携を深めて

いきます。また、「子どもの読書活動推進センター通信」の年２回の発行

を目指します。 

    ブックスタート事業については、令和元年度に、県内すべての市町村

で実施していることから、セカンドブック事業の周知・啓発に重点を置い

て取り組んでいきます。 

  

  エ 子どもの読書活動推進体制の整備について 

    各市町村において子どもの読書活動推進計画が策定されるよう、未策

定の市町村を訪問し、個別に、継続的に支援します。また、11 学級以下

の学校にも司書教諭の配置ができるよう、適正な人事配置に努めます。 

    また、学校図書館法第６条の規定による学校司書については、市町村

に対しその効果を示すなど、配置促進に努めるとともに、県立高校におい
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ては、優秀・優良学校図書館認定事業で、学校図書館専任職員（学校司書

や読書指導員等）の配置について周知していきます。 

 

３ 計画の進行管理 

  引き続き、関係機関の取組について、進行の管理を行うとともに、子どもの

読書や環境整備に関する調査を行い、実態把握に努めます。また、進捗状況に

ついては、千葉県生涯学習審議会等に報告の上、ホームページで公表します。 

 

 

（参考） 子どもの読書活動を取り巻く情勢の変化 

 （１）視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律の制定 

令和元年６月、障害の有無に関わらず、すべての人が読書による文字・

活字文化の恩恵を受けられるようにするため、「視覚障害者等の読書環境

の整備の推進に関する法律」（以下、「読書バリアフリー法」という。）が

公布・施行されました。   

また、令和２年７月、同法第７条に基づき、施策の一層の充実を図る

ため、令和２年度から令和６年度を対象期間とする「視覚障害者等の読

書環境の整備の推進に関する基本的な計画」（以下、「読書バリアフリー

基本計画 」という。）が策定されました 。同計画では、基本的な方針と

して、アクセシブルな電子書籍等の普及及びアクセシブルな書籍の継続

的な提供、アクセシブルな書籍・電子書籍等の量的拡充・質の向上、視覚

障害者等の障害の種類・程度に応じた配慮の３点が示されています。 

 

（２）教育におけるデジタル化の進展 

令和元年 12 月、国から GIGA スクール構想が発表され、令和２年度から

３年度にかけて児童生徒向けの１人１台端末と、高速大容量の通信ネット

ワークの一体的な整備が進められました。また、障害のある児童生徒のた

めの入力支援装置の整備、家庭でもつながる通信環境の整備など、災害や

感染症の発生等による学校の臨時休業等の緊急時においても、ICT の活用

により全ての子どもたちの学びを保障できる環境の整備が進められてい

ます。 

令和元年に制定された「学校教育の情報化の推進に関する法律」（令和

元年法律第 47 号）に基づき、国において令和４年 12 月に「学校教育情報

化推進計画」（令和４年 12 月 26 日）が策定され、学校教育の情報化の推

進に関する施策の方向性やロードマップが示されました。また、令和４年

12 月に閣議決定されたデジタル田園都市国家構想総合戦略（令和４年 12

月 23 日閣議決定）で、将来を見越した地域活性化のためには、その基盤

となる子どもたちの教育の質を、教育 DX を通じて全国どこでも向上させ

る必要があり、GIGA スクール構想を環境整備から利活用促進の段階に大

きく進めていくこと等が示されました。さらに、GIGA スクール構想に基づ
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く ICT 環境の整備に加え、ICT を最大限に活用した高等学校の教育環境改

善のためのネットワークの構築等を通して、学校規模や地理的要因等にと

らわれず教育の質を高める手段である遠隔教育の推進に取り組むことが

示されました。また、図書館などの社会教育施設において、地域の教育力

向上に向けて、ICT などの新しい技術を活用しつつ、多様な主体と連携、

協働しながら魅力的な教育活動を展開し、ひとづくり、地域づくりを行う

取組を促進すること等が示されました。 

令和３年９月のデジタル庁の設置をはじめ、政府全体で、我が国経済の

持続的かつ健全な発展と国民の幸福な生活の実現に寄与するデジタル社

会の形成に向けた取組が進められています。「デジタル社会の実現に向け

た重点計画」（令和４年６月７日閣議決定）において、教育 DX を見据えた

教育のデジタル化のミッションとして「誰もが、いつでもどこからでも、

誰とでも、自分らしく学べる社会」を目指すことが掲げられました。 

 

（３）第６次「学校図書館図書整備等５か年計画」の策定 

令和４年１月、国は、令和４年度から令和８年度を対象期間とする第  

６次学校図書館計画を策定しました。同計画は、全ての公立小中学校等に

おいて、「学校図書館図書標準」（平成５年３月 29 日付け文部省初等中等

教育局長決定）の達成を目指すとともに、計画的な図書の更新、学校図書

館への新聞の複数紙配備及び学校司書の配置拡充を図ることとしました。

同計画に基づく地方財政措置は、５年間で、2,400 億円、前計画から 50 億

円の増加となりました。 

 

（４）「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第五次）」の策定 

   令和５年３月、国は、（１）～（３）等の諸情勢の変化や第四次基本計画

期間における成果・課題等を踏まえ、新たに「子どもの読書活動の推進に関

する基本的な計画（第五次）」を策定し、令和５年度からおおむね５年間に

わたる施策の基本的方針と具体的な方策を明らかにしました。同計画では、

「不読率の低減」、「多様な子どもたちの読書機会の確保」「デジタル社会に

対応した読書環境の整備」「子どもの視点に立った読書活動の推進」の４つ

を施策の基本的方針として掲げ、家庭、地域、学校等が中心となり、社会全

体で子どもの読書活動の推進に取り組むこととしています。 

 


